
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
〇
日
発
行

第
二
八
号

と
な
り
の

じ
ぃ
じ
と

ば

ぁ

ば

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
た
っ
て
言
っ
て
た
よ
～
。

お
父
ー
も

お
母
ー
も

入
会
説
明
会
に

参
加
し
て
み
た
ら
～

七
月
の
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
に
お
け
る

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
石
垣
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
四
年
度
安
全
・
適
正
就

業
推
進
大
会
が
七
月
十
二
日
、
午
前
九
時
よ
り

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で
会
員
約
四
十

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
大
松
安
元
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

セ
ン
タ
ー
の
安
全
・
適
正
就
業
状
況
に
つ
い
て
、

昨
年
度
は
刈
払
機
に
よ
る
除
草
作
業
中
の
飛
び
石
に

よ
る
駐
車
車
両
の
破
損
事
故
が
二
件
発
生
。
県
全

体
で
は
九
十
七
件
の
対
物
・
傷
害
事
故
が
発
生
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
大
嶺
電
動
サ
ー
ビ
ス
代
表
者
、
大
嶺

寛
さ
ん
に
よ
る
「
刈
払
機
、
剪
定
機
、
芝
刈
り
機
の

取
り
扱
い
及
び
保
管
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
機
械
講

習
会
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
器
の
使
用
上
の

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
「
機
材
を
使
用
す

る
と
き
は
、
ケ
ガ
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
こ
と
を

常
に
意
識
す
る
こ
と
。
こ
ま
め
に
、
愛
情
を
持
っ
て

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
を
す
れ
ば
、
必
ず
い
い
仕
事
を

し
て
く
れ
る
」
と
述
べ
て
、
日
ご
ろ
の
機
材
手
入
れ

の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。



こ
の
あ
と
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

予

防

及

び

熱

中

症

対

策

に

つ

い

て

」

と

題

し

た

、

石

垣

市

健

康
福
祉
セ
ン

タ

ー

保
健
師
の
宮
良
綾
乃
さ
ん
に
よ

る

講

話

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
熱
中
症

の

概

要

や

新

し

い

生

活

様

式

と

熱

中

症
リ
ス
ク
、
予
防
法
な
ど
に
つ
い
て

解

説

し

、
「
六
十
歳

以
上
は
熱
中
症

に

か

か

り

や

す

い

が

、

し

っ

か

り

対

策

を

行

え

ば

予

防

で

き

る

」

と

呼

び

か

け

ま

し

た

。

一
、
趣
旨

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、

会
員
の
健
康
、
安
全
で
適
正
な

就
業
の
確
保
が
基
本
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
会

員
の
就
業
中
、
途
上
を
問
わ
ず

事
故
が
発
生
し
、
そ
の
対
策
強

化
に
重
点
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
「
安
全
・
適
正
就

業
強
化
月
間
」
を
設
定
し
、
連

合
と
連
携
し
て
集
中
的
な
事
故

防
止
対
策
を
推
進
す
る
。

二
、
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
七
月

三
十
一
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
と

す
る
。

三
、
全
国
統
一
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
い
つ
ま
で
も
働
く
喜
び

無
事
故
か
ら
」
（
令
和
二
年
度

か
ら
令
和
四
年
度
ま
で
の
全
国

共
通
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

が
全
国
で
毎
年
十
月
に
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
こ
石
垣
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も

去
る
十
月
十
五
日
に
奉
仕
活

動
と
し
て
国
道
沿
い
の
ゴ
ミ

拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
約
一
時
間
で
真
栄
里
公
園

か
ら
真
栄
里
南
交
差
点
（
お

み
ず
や
さ
ん
）
を
往
復
す
る

工
程
で
歩
道
に
沿
っ
て
二
手

に
分
か
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
活
動

■
「
令
和
四
年
度
石
垣
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

安
全
・
適
正
就
業

強
化
月
間
」
に
つ
い
て



参
加
さ
れ
た
会
員
は
五
十
人
ほ
ど
で
連
日

の
雨
続
き
の
天
候
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
が
こ

の
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

強
化
月
間
に
限
ら
ず
常
日
頃
か
ら
明
る
く
美

し
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
皆
様
方
、
た
い
へ
ん
ご
苦
労
様
で

し
た
。
健
康
第
一
、
年
末
年
始
を
楽
し
く
乗

り
越
え
益
々
元
気
で
い
こ
う
。

私

の
仕

事

場

紹

介

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
、

師
走
に
入
り
何
か
と
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
令
和
四
年
五
月
に
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し

て
、
承
認
を
受
け
底
原
欽
一
班
に
加
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
班
に
は
七
名
の
会
員
が
お
り
ま
す
。
私
の
仕
事

は
、
主
に
屋
外
作
業
で
す
。
公
共
施
設
敷
地
内
の
除

草
や
公
園
の
除
草
、
ま
た
民
家
の
庭
や
、
お
墓
の
除

草
と
様
々
で
す
。

除
草
作
業
で
は
草
刈
り
機
で
雑
草
を
刈
る
人
、
刈
っ

た
雑
草
を
集
め
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
人
、
ま

た
樹
木
の
枝
の
剪
定
を
す
る
人
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
運
ぶ
人
と
い
う
よ
う
に
、
役
割

分
担
を
し
て
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

夏
場
の
猛
暑
の
中
で
の
草
刈
り
作
業
は
、
大
変
で

は
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
水
分
補

給
を
促
し
な
が
ら
熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

雑
草
で
繁
茂
し
た
場
所
が
、
私
た
ち
の
手
で
綺
麗
に

現
場
が
変
わ
っ
て
い
く
の
を
み
る
と
、
達
成
感
と
爽

快
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

～

一

般

作

業

分

野

の

屋

外

清

掃

～



石
垣
市
か
ら
の
請
負
事
業
で
、
赤
土
流
出
防
止
の

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
作
る
た
め
、
ベ
チ
ベ
ル
と
い
う

イ
ネ
科
の
植
物
を
植
え
る
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま

す
。
石
垣
市
の
苗
畑
に
は
、
新
川
奈
良
佐
の
苗
畑
と

大
浜
に
苗
畑
が
あ
り
ま
す
。

苗
畑
で
は
、
成
長
し
た
ベ
チ
ベ
ル
の
根
を
掘
り
起
こ

し
て
株
分
け
し
た
後
、
数
本
の
束
に
し
、
苗
を
作
り

ま
す
。
苗
は
、
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
植
え

つ
け
ま
す
。
さ
と
う
き
び
畑
の
赤
土
の
流
出
が
あ
る

場
所
が
十
メ
ー
ト
ル
な
ら
苗
を
五
十
本
、
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
な
ら
五
〇
〇
本
を
準
備
し
て
、
現
場
に
行

き
ま
す
。

ベ
チ
ベ
ル
の
苗
を
植
え
る
こ
と
で
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
が
出
来
、
水
の
流
れ
を
弱
め
て
赤
土
の
流
出
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令和４年度専門部会メンバー紹介

☆

総
務
部
会

◎

上

地

美
智
枝

〇

砂

川

ヒ
ロ
子

〇

古

見

八
重
子

〇

大

城

弘

〇

松
山

洋
美

〇

具

志

堅

智

☆

事
業
部
会

◎

中

川

栄
治

〇

底
原

欽
一

〇

田

村

治
義

〇

次

呂

久

功

〇

赤

嶺

ヨ
シ
子

〇

仲

大

盛

有
貴
江

☆

広
報
部
会

◎

仲

本

賢
治

〇

平

地

正

〇

関

信
夫

〇

新

城

良
政

私
た
ち
の
島
の
自
然

環
境
が
保
全
さ
れ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
の

仕
事
に
携
わ
り
、
社
会

貢
献
で
き
る
こ
と
が
出

来
て
、
た
い
へ
ん
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

（
具
志
堅

智

記
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
陽
性
が
十
二
月
十
三

日
現
在
、
県
内
で
九
二
七
人
（
三
ヶ
月
ぶ
り
九

〇
〇
人
超
え
）
。
八
重
山
管
内
で
は
三
十
七
人

確
認
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
に
収
束
の
気
配
が
見

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
い

季
節
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
十
分
注
意
さ
れ
、
元
気
で
笑
顔
あ

ふ
れ
る
年
末
年
始
を
迎
え
て
頂
き
た
い
と
お
も

い
ま
す
。

広
報
部
会

◎印は部会長です。

🔷

令
和
五
年
一
月
二
十
六
日
（
木
）

午
前
十
時
～
十
一
時

🔷

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
石
垣
島

八
重
山
の
間

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立Ⅲ

十
周
年
記
念
式
典
に
つ
い
て

お

知

ら

せ
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